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国民健康保険税条例改正
賛　成　討　論

　国民健康保険財政は、加入者の高齢化や医療技
術の進歩による医療費の増加により、大変厳しい
状況にあり、このままでは、毎年１億円余りの
赤字が累積されいくものと理解しております。こ
の状況を打開するためにも今回の税率改正は必要
であると考えます。また、急激な負担増とならな
いように一般会計からの繰入や、軽減割合の変更
などの措置を講じられております。今後において
は収納率の向上や医療費の適正化と抑制に努力さ
れ、健全な財政運営を進められるものであり、賛
成いたします。

反　対　討　論
　今回の大幅値上げでますます滞納の増加が予想
されることや、軽減率を６割・４割から７割・５
割・２割に拡大したことを強調するが、国の方針
に従ってできたもので自主的な町単独の軽減策で
はないことや、かって国庫負担率が �0％であっ
たときから現在の 2�％までに削減されている。
　次に、資産割の全面的な廃止となると所得割、
均等割、平等割を大きく値上げせざるを得なくな
る構造となっていること。また、住民参加を掲げ
ながら、懇談会、30 人会議及び国保運営協議会
では町からの説明のみで、理解を得たとはいいが
たく、国保税の大幅アップは到底承服できない。
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